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樂
書
卷
第
八
十
三a

周
易
訓
義b

坎

　離

　萃

　升

　既
濟

　繋
辭

坎

坎
䷜
坎
上
坎
下c

　六
四
樽
酒
簋
貳
、
用
缶
、
納
約
自
牖
。
象
曰
樽
酒
簋

貳
剛
柔
際
也
。

酒
所
以
養
陽
而
其
器
爲
樽
、
食
所
以
養
陰
而
其
器
爲
簋
。
樽
則
其
體
外

員
、
陽
類
也
、
故
其
數
奇
。
簋
則
其
體
内
方
、
陰
類
也
、
故
其
數
偶
。
樽

酒
簋
貳
、
禮
之
至
薄
者
也
。
用
缶
、
樂
之
至
質
者
也
。
六
四
以
柔
正
而
無

應
乎
陽d
、
九
五
以
剛
正
而
無
應
乎
陰
。
當
坎
之
時
、
能
免
乎
険
者
、
惟
剛

柔
各
得
其
正
者
能
之
。
以
正
而
相
與
、
以
近
而
相
得
、
行
至
薄
之
禮
、
用

至
質
之
樂
、
其
誠
有
不
足
以
相
際
乎
。
禮
曰
、
古
之
人
不
必
親
相
與
言
、

以
禮
樂
相
示
而
已
、
比
之
謂
也
。
魯
頌
以
于
胥
樂
兮
爲
君
臣
有
道
之
頌
、

孟
子
以
徴
招
角
招
爲
君
臣
相
悦
之
樂
。
蓋
本
諸
此
。
然
人
之
相
與
、
以
誠

則
約
、
以
僞
則
費
。
納
約
者
致
其
誠
之
謂
也
。
室
之
有
牖
、
則
幽
明
通
剛

柔
相
濟
之
意
也
。
蓋
相
際
者
禮
也
、
相
接
者
恩
也
。
君
臣
之
間
、
恩
不
隆

於
禮
、
故
坎
言
剛
柔
際
。
父
子
之
間
、
禮
不
隆
於
恩
、
故
蒙
言
剛
柔
接
。

然
解
之
初
六
言
剛
柔
之
際
與
坎
異
者
、
坎
之
六
四
九
五
以
近
相
與
、
不
必

有
所
之
、
故
言
剛
柔
際
。
解
之
初
六
九
四
以
遠
相
與
、
不
能
無
所
之
、
故

言
剛
柔
之
際e
。

［
校
勘
］

a

　「樂
書
巻
第
八
十
三
」
　四
庫
全
書
本
は「
樂
書
巻
八
十
三
」に
作
る
。

ま
た
四
庫
全
書
本
に
は
こ
の
行
の
前
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
の
一
行
が

あ
る
。

b

　「周
易
訓
義
」
　四
庫
全
書
本
は
、「
樂
書
巻
八
十
三
」
と
「
周
易
訓

義
」
の
間
に
「
宋
陳
暘
撰
」
の
一
行
が
あ
る
。
方
濬
師
本
に
は
「
宋
宣

徳
郎
秘
書
省
正
字
陳
暘
譔
」
の
一
行
が
あ
る
。
な
お
、「
周
易
訓
義
」
を

巻
八
十
二
は
「
易
訓
義
」
に
作
る
（
諸
本
同
じ
）。

c

　「坎
上
坎
下
」
　方
濬
師
本
に
四
字
無
し
。

d

　「無
應
乎
陽
」
　国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
无
應
乎
陽
」
に
、
方
濬
師

本
「
氣
應
乎
陽
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

e

　「剛
柔
之
際
」
　国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
剛
柔
之
際
之
」
に
、
四
庫

全
書
本
「
剛
柔
之
際
也
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

［
訳
］坎

䷜
坎
上

坎
下

　六
四
、
樽
酒
簋
貳
、
缶
を
用
ふ
。
約
を
納
る
る
に
牖
よ
り

す
。
象
に
曰
く
、
樽
酒
簋
貳
は
、
剛
柔
際
す
る
な
り
、
と
。

陳
暘
易
訓
義
校
釈（
二
）

児
玉
憲
明
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酒
は
陽
気
を
養
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
容
器
は
樽
で
あ
る
。
食
は
陰
気

を
養
う
も
の
で
あ
り1
、
そ
の
容
器
は
簋2
で
あ
る
。
樽
は
、
そ
の
形
状
が
外

が
丸
く
な
っ
て
お
り
、
陽
に
属
す
る
。
ゆ
え
に
そ
の
数
は
奇
数
で
あ
る
。

簋
は
、
そ
の
形
状
が
内
が
方
形
で
あ
り
、
陰
に
属
す
る
。
ゆ
え
に
そ
の
数

は
偶
数
で
あ
る3
。「
一
樽
の
酒
と
二
簋
の
食
」は
礼
の
き
わ
め
て
簡
素
な
も

の
で
あ
る
。「
缶4
を
用
ふ
」
は
楽
の
き
わ
め
て
質
素
な
も
の
で
あ
る
。

〈
六
四
〉
は
柔
の
性
質
を
も
っ
て
正
し
い
場
所
に
あ
り5
、
陽
に
応
じ
る
こ

と
は
な
い
。〈
九
五
〉
は
剛
の
性
質
を
も
っ
て
正
し
い
場
所
に
あ
り6
、陰
に

応
じ
る
こ
と
は
な
い
。
坎
の
時
に
当
た
っ
て
危
険
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
剛
と
柔
が
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
地
位
を
得
る
か
ら
で
あ
る7
。
正
し

い
地
位
で
交
わ
り
、
近
く
に
い
て
心
が
通
じ
、
き
わ
め
て
簡
素
な
礼
を
お

こ
な
い
、
き
わ
め
て
質
素
な
楽
を
用
い
る
な
ら
、
そ
の
誠
意
は
接
近
す
る

ま
で
も
な
い
。
礼
に
「
昔
の
人
は
、
必
ず
し
も
直
接
に
親
し
く
語
り
合
う

こ
と
は
せ
ず
、
礼
楽
に
よ
っ
て
互
い
に
心
の
内
を
示
し
た8
」
と
あ
る
の
が

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
魯
頌
」
が
「
こ
こ
に
あ
ひ
楽
し
む
」
を
君
臣
の

間
に
道
義
が
あ
る
頌
歌
と
し9
、孟
子
が
「
徴
招
」「
角
招
」
を
君
臣
が
喜
び

あ
う
楽
と
し
た10
の
は
、
こ
の
考
え
に
も
と
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
人
が
交
際
す
る
時
、
真
心
に
よ
る
な
ら
倹
約
で
、
偽
り
に
よ
る
な

ら
贅
沢
に
な
る
。「
約
を
納
る
る
」と
は
誠
実
を
尽
く
す
こ
と
を
言
う
の
で

あ
る
。
部
屋
に
窓
が
あ
る
の
は
、
幽
と
明
を
通
じ
剛
と
柔
が
助
け
あ
う
こ

と
で
あ
る
。「
際
す
る
」
の
は
礼
法
で
、「
接
す
る
」
の
は
恩
愛
で
あ
る
。

君
臣
の
間
で
は
、恩
愛
が
礼
法
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
坎
」

卦
で
は
「
剛
柔
際
す
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
父
子
の
間
で
は
礼
法
が
恩
愛

を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
蒙
」
卦
で
は
「
剛
柔
接
す11
」
と
言

う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
解
」
の
〈
初
六
〉
に
は
「
剛
柔
は
〈
ゆ
き
て
〉
際
す12
」
と

あ
る
。「
坎
」
と
異
な
る
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。「
坎
」
の
〈
六
四
〉
と
〈
九

五
〉
は
至
近
に
あ
っ
て
親
し
く
す
る
の
で
他
所
に
行
く
必
要
は
な
い
。
ゆ

え
に
「
剛
柔
際
す
」
と
言
う
。「
解
」
の
〈
初
六
〉
と
〈
九
四
〉
は
遠
く
離

れ
て
親
し
く
す
る
の
で
、
出
か
け
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
「
剛

柔
は
〈
ゆ
き
て
〉
際
す
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

［
注
］1

　『禮
記
』（
郊
特
牲
）
の
「
凡
飲
養
陽
氣
也
、
凡
食
養
陰
氣
也
（
酒
は

陽
気
を
養
う
も
の
で
、食
事
は
陰
気
を
養
う
も
の
）」
に
よ
る
。『
樂
書
』

巻
第
八
十
二
（
周
易
訓
義
・
需
）
に
も
こ
れ
に
も
と
づ
く
類
句
が
見
え

る
。

2

　簋
は
黍
稷
を
盛
る
礼
器
。
黍
稷
を
収
納
す
る
部
分
が
方
形
に
く
り
抜

か
れ
て
い
る
（『
新
定
三
禮
圖
』
十
三
「
鼎
俎
圖
」）。

3

　爻
辞
に
「
簋
貳
（
簋
は
ふ
た
つ
）」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

4

　「缶
」
は
素
焼
き
の
盆
。『
樂
書
』
巻
第
一
百
十
五
（
樂
圖
論
・
雅
部
・

八
音
・
土
之
屬
）
に
「
古
缶
」
が
見
え
、「
昔
は
盎
を
缶
と
呼
ん
だ
。
缶

の
器
物
と
し
て
の
あ
り
よ
う
は
、
内
部
が
空
洞
で
も
の
を
収
容
す
る
こ

と
が
で
き
、外
形
は
円
筒
で
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。〈
中
声
〉
は
こ

こ
か
ら
発
す
る
（
古
者
、
盎
謂
之
缶
、
則
缶
之
爲
器
、
中
虛
而
善
容
、

外
員
而
善
應
、
中
聲
之
所
自
出
者
也
」
と
あ
る
。

5

　「柔
を
以
て
正
」
と
は
、陰
爻
で
偶
数
位
（
第
四
爻
）
に
あ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

6

　「剛
を
以
て
正
」
と
は
、陽
爻
で
奇
数
位
（
第
五
爻
）
に
あ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

7

　「坎
」
は
「
険
」
に
通
じ
、
艱
難
に
瀕
し
た
卦
で
あ
る
。〈
初
六
〉
爻

辞
に
は
「
凶
」、〈
九
二
〉
爻
辞
に
は
「
小
得
（
少
し
く
得
）」、〈
六
三
〉

爻
辞
に
は
「
勿
用
（
用
ふ
る
な
か
れ
）」、〈
上
六
〉
爻
辞
に
は
「
凶
」
と
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あ
る
。
対
照
的
に
〈
六
四
〉〈
九
五
〉
の
爻
辞
に
は
「
无
咎
」
と
あ
る
。

8

　『禮
記
』（
仲
尼
燕
居
）
に
よ
る
。
賓
客
を
も
て
な
す
儀
礼
を
述
べ
て

「
是
故
古
之
君
子
、
不
必
親
相
與
言
也
、
以
禮
樂
相
示
而
已
（
昔
の
君
子

は
、
必
ず
し
も
直
接
に
言
葉
を
交
わ
さ
ず
、
礼
楽
に
よ
っ
て
互
い
の
誠

意
を
示
し
た
」
と
あ
る
。

9

　『詩
』（
魯
頌
・
有
駜
）
の
句
「
于
胥
樂
兮
」
に
よ
る
。「
詩
序
」
は
こ

の
詩
を
「
僖
公
の
と
き
に
君
臣
に
道
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
讃
え
た
（
頌

僖
公
君
臣
之
有
道
也
）」
と
す
る
。

10

　『孟
子
』（
梁
惠
王
章
句
下
）
に
よ
る
。『
樂
書
』
巻
第
九
十
二
（
孟
子

訓
義
）
を
参
照
。

11

　『周
易
』「
蒙
」
卦
の
〈
九
二
〉
の
「
象
傳
」
に
「
子
が
家
を
う
ま
く

ま
と
め
る
と
は
、
父
と
子
が
気
持
ち
を
通
じ
る
こ
と
（
子
克
家
、
剛
柔

接
也
）」
と
あ
る
。

12

　『周
易
』「
解
」
の
〈
初
六
〉
の
「
象
傳
」
に
よ
る
。「
剛
柔
が
〔
相
手

の
と
こ
ろ
に
〕
行
っ
て
交
際
す
る
の
で
、
義
と
し
て
咎
は
な
い
（
剛
柔

之
際
、
義
无
咎
也
）」
と
あ
る
。「
剛
柔
之
際
」
は
「
剛
柔
の
際
」
と
読

ま
れ
る
の
が
一
般
だ
が
、
陳
暘
は
「
ゆ
く
」
と
、
動
詞
と
し
て
読
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。

離

離
䷝
離
上
離
下

九
三
、
日
昃
之
離
、
不
鼓
缶
而
歌
、
則
大
耋
之
嗟
、
凶
。
象
曰
、
日
昃
之

離
、
何
可
久
也
。

徒
鼓
鐘
謂
之
修
、
徒
鼔
磬
謂
之
寋
。
所
以
鼔
柷
謂
之
止
、
所
以
鼓
敔
謂

之
籈
。
以
至
彈
琴
謂
之
鼔
琴
、
鏗
瑟
謂
之
鼓
瑟
、
吹
笙
謂
之
鼓
簧
。
然
則

撃
缶
謂
之
鼓
缶
、
不
亦
宜
乎
。

六
二
陰
也
、
缶
象
也
。
九
三
陽
也
、
其
用
動
以
吐
歌
象
也
。
九
三
以
炎

上
之
性
履
過
中
之
位
、
不
能
反
炎
上
之
性
、
鼔
六
二
之
缶
以
歌
樂
、
則
大

耋
之
嗟
不
期
至
而
自
至
矣
。
其
能
久
而
無
凶
乎
。
詩
曰
、
今
我
不
樂
逝
者

其
耋
、
此
之
謂
也
。

比
之
初
六
、
坎
之
六
四
、
離
之
六
二a
、
皆
陰
爻
、
其
取
缶
象
一
也
。
然

比
取
其
情
以
樂
者
樂
此
故
也
。
坎
取
其
聲
以
坎
、
其
撃
缶
故
也
。
離
取
其

象
以
離
、
虚
中
善
應
故
也
。

［
校
勘
］

a

　「六
二
」
　方
濬
師
本
「
六
三
」
に
作
る
。

［
訳
］離

䷝
（
離
上
離
下
）
九
三
、
日
か
た
む
く
の
離
、
缶
を
鼓
し
て
歌
は
ざ

れ
ば
、
則
ち
大
耋
の
嗟
あ
り
、
凶
、
と
。
象
に
曰
く
、
日
か
た
む
く
の
離
、

何
ぞ
久
し
か
る
可
け
ん
や
、
と
。

鐘
だ
け
を
打
つ
（
鼓
す
）
こ
と
を
「
修
」
と
い
い
、磬
だ
け
を
打
つ
（
鼓

す
）
こ
と
を
「
寋
」
と
い
う
。
柷
を
鳴
ら
す
（
鼓
す
る
）
道
具
を
「
止
」

と
い
い
、
敔
を
鳴
ら
す
（
鼓
す
る
）
道
具
を
「
籈
」
と
い
う1
。
さ
ら
に
琴

を
弾
く
こ
と
を
「
鼓
す
」
と
い
い
、
瑟
を
奏
で
る
こ
と
を
「
鼓
す
」
と
い

い
、
笙
を
吹
く
こ
と
を
も
「
鼓
す
」
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
缶
を
打
つ

こ
と
を
「
缶
を
鼓
す
」
と
い
う
の
も
当
然
で
は
な
い
か
。

〈
六
二
〉
の
陰
爻
は
缶
の
象
で
あ
る
。〈
九
三
〉
の
陽
爻
は
、そ
の
用
途
と

し
て
動
い
て
歌
う
こ
と
の
象
で
あ
る
。〈
九
三
〉は
炎
上
の
資
質
を
も
っ
て

い
な
が
ら
「
中
」
を
過
ぎ
た
位
置
に
あ
る2
。
炎
上
の
性
質
に
立
ち
返
っ
て

〈
六
二
〉
の
缶
を
打
っ
て
歌
わ
な
け
れ
ば
、老
境
の
悲
嘆
が
到
来
す
る
こ
と

鼓

鼓

鼓
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は
、、予
期
し
な
く
と
も
お
の
ず
と
到
来
す
る
。
長
ら
え
て
凶
を
の
が
れ
る

こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。『
詩
』
に
「
今
わ
れ
楽
し
ま
ざ
れ
ば
逝
き
て
そ
れ

耋3
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
比
」
の
〈
初
六
〉、「
坎
」
の
〈
六
四
〉、「
離
」
の
〈
六
二
〉
は
す
べ
て

陰
爻
で
「
缶
」
の
象
徴4
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
比
」

は
心
情
の
「
音
楽
は
楽
し
む
こ
と5
」
に
も
と
づ
い
た
の
で
あ
り
、「
坎
」
は

そ
の
音
の
「
坎
と
し
て
其
れ
缶
を
撃
つ6
」
に
も
と
づ
い
た
の
で
あ
り
、「
離
」

は
そ
の
形
状
の
「
離
は
中
を
虚
に
し
て
善
く
応
ず7
」
に
も
と
づ
い
た
の
で

あ
る
。

［
注
］1

　「鐘
だ
け
を
打
つ
」
以
下
、『
爾
雅
』（
釋
樂
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
の

引
用
は
現
行
本
『
爾
雅
』
に
同
じ
。

2

　「中
」
は
太
陽
の
南
中
の
意
。〈
六
二
〉
の
陰
爻
が
「
中
」
で
、
第
三

爻
は
そ
れ
を
過
ぎ
て
太
陽
が
下
降
に
移
っ
た
時
間
帯
と
み
な
す
考
え
方

で
あ
る
。
類
似
の
解
釈
が
、た
と
え
ば
楊
簡
に
あ
る
。「
こ
の
爻
も〈
離
〉

を
日
月
の
象
と
す
る
こ
と
に
よ
る
。
太
陽
が
真
南
を
過
ぎ
れ
ば
か
た
む

く
。
第
二
爻
は
南
中
で
、第
三
爻
は
南
中
を
過
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
。〈
日

か
た
む
く
の
離
〉
は
、
老
い
ん
と
す
る
こ
と
の
象
で
あ
る
。
衰
え
れ
ば

老
い
、
老
い
れ
ば
死
ぬ
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
人
間
で
あ
る
。
人
の
誕
生

は
太
陽
が
東
か
ら
登
る
よ
う
な
も
の
。
壮
年
期
は
太
陽
が
南
に
あ
る
よ

う
な
も
の
。
衰
え
は
太
陽
が
か
た
む
く
よ
う
な
も
の
。
死
は
太
陽
が
西

に
没
す
る
よ
う
な
も
の
。
太
陽
に
東
西
出
没
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
の

光
は
同
じ
で
あ
る
（
此
爻
又
取
離
爲
日
月
之
象
。
日
過
中
則
昃
。
二
爲

中
、
三
爲
過
中
。
日
昃
之
離
、
將
老
之
象
。
衰
則
老
、
老
則
死
、
一
也
。

人
之
生
如
日
之
東
升
、
壯
如
日
之
中
天
、
衰
如
日
之
昃
、
死
如
日
之
西

入
。
日
有
東
西
出
入
之
異
、其
光
明
一
也
」
と
あ
る
（『
楊
氏
易
傳
』
巻

十
）。

3

　『詩
』（
唐
風
・
蟋
蟀
）
に
「
今
我
不
樂
日
月
其
除
」「
今
我
不
樂
日
月

其
邁
」「
今
我
不
樂
日
月
其
慆
」
の
句
が
あ
り
、
ま
た
『
詩
』（
秦
風
・

車
鄰
）
に
は
「
今
者
不
樂
逝
者
其
耋
」
の
句
が
あ
る
。
こ
こ
は
文
脈
か

ら
推
し
て
「
車
鄰
」
を
引
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、類
似
し
た
「
蟋

蟀
」
に
よ
っ
て
「
者
」
を
「
我
」
に
誤
っ
て
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

4

　「比
」
は
巻
八
十
二
に
既
出
。「
坎
」
は
巻
八
十
三
に
既
出
。

5

　『禮
記
』（
樂
記
）
の
「
音
楽
と
は
楽
し
む
こ
と
で
あ
る
（
樂
者
樂

也
）」、『
易
』（
雜
卦
傳
）
の
「
比
卦
は
楽
し
む
こ
と
で
、
師
卦
は
憂
え

る
こ
と
（
比
樂
、
師
憂
）」
に
よ
る
（
巻
八
十
二
の
「
比
」
の
条
に
既

出
）。

6

　『詩
』（
陳
風
・
宛
丘
）
に
よ
る
。「
坎
」
は
鼓
や
缶
を
打
つ
擬
声
語
で

あ
る
。「
毛
傳
」
に
「
坎
坎
、
撃
鼓
聲
（
カ
ン
カ
ン
は
鼓
を
打
つ
音
）」

と
あ
る
。

7

　「比
」
の
「
訓
義
」
に
「「
缶
」
の
器
物
と
し
て
の
様
態
は
、
内
が
空

洞
で
物
が
入
り
、
外
は
円
形
で
〔
叩
く
と
〕
よ
く
鳴
り
、
土
の
音
が
出

る
（
缶
之
爲
器
、
内
虛
以
容
、
外
圓
以
應
、
土
音
出
焉
）」
と
あ
る
（
巻

八
十
二
「
訓
義
」
を
参
照
）。
字
句
が
や
や
異
な
る
が
同
じ
主
旨
で
あ
ろ

う
。
ま
た
巻
八
十
三
「
坎
」
の
条
の
注
4
も
参
照
。

萃

萃
䷬
坤
下
兌
上

　象
曰
、
澤
上
於
地
萃
。
六
二
、
引
吉
、
無
咎
、
孚
乃

利
用
禴
。
象
曰
、
引
吉
、
無
咎
、
中
未
變
也
。

升

升
䷭
巽
下
坤
上

　象
曰
、
地
中
生
木
升
。
九
二
、
孚
乃
利
用
禴
、
無
咎
。

象
曰
、
九
二
之
孚
、
有
喜
也
。
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既
濟

既
濟
䷾
離
下
坎
上

　象
曰
、
水
在
火
上
既
濟
。
九
五
、
東
鄰
殺
牛
、
不

如
西
鄰
之
禴
祭
、
實
受
其
福
。
象
曰
、
東
鄰
殺
牛
、
不
如
西
鄰
之
時
也
。
實

受
其
福
、
吉
大
來
也
。

天
地
之
間
、
凡
負
陰
抱
陽
而
生
者
、
莫
不
具
剛
柔
之
性
。
盡
柔
之
性
而

有
孚
者
、
萃
之
六
二
也
。
盡
剛
之
性
而
有
孚
者
、
升
之
九
二
也
。
然
孚
者
、

誠
之
至
誠
者
、
性
之
徳
。
萃
不
以
孚
則
其
聚
易
散
、
升
不
以
孚
則
其
升
易

困
。
詎
能
無
咎
乎
。
且
陽
道
常
饒
、
饒
則
豐
、
陰
道
常
乏
、
乏
則
約
。
六

二
以
陰
居
陰
、
九
二
以
陽
居
陰
。
其
爲
物
則
約
而
非
豐
、
其
爲
禮
則
不
隆
、

於
樂
用
禴
之
象
也
。
古
之
人
致
孝
乎
鬼
神
、
以
誠
不
以
物
。
雖
澗
溪
沼
沚

之
毛
、
蘋
蘩
蘊
藻a
之
菜
、
猶
可
以
薦
之
。
况
事
上
乎
。
然
則
君
臣
相
與
顧
、

豈
以
位
之
上
下
爲
間
哉
。
亦
在
夫
誠
而
已
。
此
六
二
以
柔
中
而
順
乎
上
、

九
二
以
剛
中
而
巽
乎
上
。
所
以
皆
盡
孚
、
乃
利
用
禴
之
道
也
。
時
以
用
禴

爲
利
、
則
不
用
禴
、
能
無
害
乎
。

以
禮
推
之
、
夏
商
之
時
、
春
祭
曰
礿
、
夏
祭
曰
禘
、
秋
祭
曰
嘗
、
冬
祭

曰
烝
。
天
子
犆
礿
、
祫
禘
、
祫
嘗
、
祫
烝
。
諸
侯
、
礿
則
不
禘
、
禘
則
不

嘗
、
嘗
則
不
烝
、
烝
則
不
礿
。
至
周
則
春
祠
夏
禴
秋
嘗
冬
烝
、
以
享
先
王
。

周
雅b
亦
曰
、
禴
祠
烝
嘗
于
公
先
王
。
是
易
興
於
殷
之
末
世
、
周
之
盛
徳
、

故
祭
多
以
禴
爲
言
、
則
礿
禴
之
祭
一
也
。
以
飲
爲
主
、
故
稱
礿
。
以
樂
爲

主
、
故
稱
禴
。
則
飲
必
有
樂
、
先
王
之
禮
也
。
郊
特
牲
曰
、
饗
禘
有
樂
而

食
嘗
無
樂
、
飲
養
陽
氣
也
、
故
有
樂
、
食
養
陰
氣
也
、
故
無
聲
。
以
飲
爲

主
、
則
用
樂
可
知
矣
。

樂
以
中
聲
爲
本
、
而
三
孔
之
籥
、
先
王
所
以
通
中
聲
也
。
凡
聲
皆
陽
也
。

故
萃
、
升
、
既
濟
、
皆
於
中
爻
言
之
。
然
萃
之
陽
資
乎
五
、
升
之
陽
資
乎

二c
、
無
適
而
非
材
也
。
萃
之
六
二
陰
也
、
必
待
九
五
之
陽
引
之
、
然
後
用

禴
。
升
之
九
二
陽
也
、
不
待
六
五
之
陰
引
之
、
然
後
用
焉
。
故
升
之
九
二
、

以
用
禴
爲
先
。
異
乎
萃
之
六
二
序
於
引
吉
之
後
也
。
既
濟
九
五
東
鄰
殺
牛

不
如
西
鄰
之
禴
祭
、
則
禴
祭
主
六
二
言
之
、
與
萃
六
二
同
意
。
然
既
濟
禴

祭
則
用
儉
以
持
盈
。
是
有
大
而
能
謙
必
豫
、
可
以
用
樂
之
時
也
。
成
王
以

鳬
鷖
持
盈
、
而
有
假
樂
之
嘉
者
、
以
此
。

［
校
勘
］

a

　「蘊
藻
」
　四
庫
全
書
本
、
方
濬
師
本
は
「
薀
藻
」
に
作
る
。
現
行
本

『
春
秋
左
氏
傳
』（
阮
元
注
疏
本
）
は
「
薀
藻
」
に
作
る
。

b

　「周
雅
」
　方
濬
師
本
は
「
小
雅
」
に
作
る
。

c

　「資
乎
二
」
　底
本
お
よ
び
四
庫
全
書
本
は
「
資
乎
巳
」
に
作
る
。
樓

鑰
『
樂
書
正
誤
』
は
、「
巳
」
を
「
二
」
の
誤
り
と
す
る
。
方
濬
師
本
は

「
資
乎
二
」
に
作
る
。

［
訳
］萃

䷬
（
坤
下
兌
上
）
象
に
曰
く
、
沢
の
地
に
上
る
は
萃
、
と
。
六
二
に
、

引
け
ば
吉
に
し
て
咎
な
し
。
孚
な
れ
ば
乃
ち
禴
を
用
ふ
る
に
利
あ
り
。
象
に

曰
く
、
引
け
ば
吉
に
し
て
咎
な
し
と
は
、
中
の
未
だ
変
ぜ
ざ
れ
ば
な
り
、
と
。

升
䷭
（
巽
下
坤
上
）
象
に
曰
く
、
地
中
に
木
を
生
ず
る
は
升
、
と
。
九

二
に
、
孚
な
れ
ば
乃
ち
禴
を
用
ふ
る
に
利
あ
り
て
咎
な
し
。
象
に
曰
く
、
九

二
の
孚
と
は
、
喜
び
あ
る
な
り
、
と
。

既
済
䷾
（
離
下
坎
上
）
象
に
曰
く
、
水
の
火
の
上
に
在
る
は
既
済
、
と
。

九
五
に
、
東
鄰
の
牛
を
殺
す
は
、
西
鄰
の
禴
祭
し
て
ま
こ
と
に
其
の
福
を
受

く
る
に
し
か
ず
。
象
に
曰
く
、
東
鄰
の
牛
を
殺
す
は
、
西
鄰
の
時
な
る
に
し

か
ざ
る
な
り
。
ま
こ
と
に
其
の
福
を
受
く
と
は
、吉
の
大
い
に
来
た
る
な
り
、

と
。

天
地
の
間
に
お
い
て
は
、
陰
を
負
い
陽
を
抱
い
て1
生
を
受
け
た
も
の
で
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剛
と
柔
の
性
を
持
た
ぬ
も
の
は
な
い
。
柔
の
性
を
十
全
に
発
揮
し
て
「
孚

（
ま
こ
と
）」
が
あ
る
の
が
「
萃
」
の
〈
六
二
〉
で
あ
る
。
剛
の
性
を
十
全

に
発
揮
し
て
「
孚
」
が
あ
る
の
が
「
升
」
の
〈
九
二
〉
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
「
孚
」
と
は
「
誠
」
の
中
の
最
高
に
「
誠
」
な
る
も
の
で
あ
り
「
性

の
徳
」
で
あ
る2
。「
萃
（
あ
つ
ま
る
）」
が
「
孚
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
集

ま
っ
た
も
の
も
た
や
す
く
散
逸
す
る
し
、「
升
（
の
ぼ
る
）」
が
「
孚
」
に

よ
ら
な
け
れ
ば
、
成
長
し
た
も
の
も
行
き
詰
ま
る
。
ど
う
し
て
災
厄
な
し

で
い
ら
れ
よ
う
か
。
さ
ら
に
、
陽
の
道
は
常
に
余
裕
が
あ
り
、
余
裕
が
あ

れ
ば
豊
か
で
あ
る
。
陰
の
道
は
常
に
不
足
し
て
お
り
、
不
足
す
れ
ば
質
素

で
あ
る
。〔「
萃
」
の
〕〈
六
二
〉
は
陰
と
し
て
陰
の
位
置
に
あ
り
、〔「
升
」

の
〕〈
九
二
〉
は
陽
と
し
て
陰
の
位
置
に
あ
る
。
物
と
し
て
の
あ
り
か
た
は

質
素
で
あ
り
豊
か
で
は
な
く
、礼
の
あ
り
か
た
と
し
て
は
豪
勢
で
は
な
く
、

音
楽
と
し
て
は
禴
を
使
う
こ
と
の
象
で
あ
る
。
古
代
の
人
が
心
か
ら
祖
霊

に
孝
心
を
尽
く
す
に
は
、誠
意
に
よ
っ
て
そ
れ
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
り
、

物
に
頼
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
谷
間
や
沼
地
に
生
え
る
草
、
ま
た

デ
ン
ジ
ソ
ウ
、
シ
ロ
ヨ
モ
ギ
、
キ
ン
ギ
ョ
モ
な
ど
で
も
、
お
供
え
で
き
る

の
で
あ
る3
。
上
位
者
に
仕
え
る
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
、
君
臣
が
互
い
に
気
を
使
え
ば
、
地
位
の
上
下
の
た
め
に
隔
た

る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。「
誠
」
が
肝
腎
で
あ
る
。「
萃
」
卦
の
〈
六
二
〉
は

柔
の
中
央
に
あ
っ
て
上
位
者
に
従
っ
て
い
る
。〔「
升
」
卦
の
〕〈
九
二
〉
は

剛
の
中
央
に
あ
っ
て
上
位
者
に
へ
り
く
だ
っ
て
い
る
。
完
全
に
誠
を
尽
く

す
あ
り
か
た
で
、
禴
を
使
う
道
で
あ
る
。
こ
の
時
、
禴
を
使
う
こ
と
が
利

で
あ
る
か
ら
、
禴
を
使
わ
な
け
れ
ば
害
が
な
い
わ
け
は
な
い
。

礼
に
よ
っ
て
考
え
る
な
ら
、
夏
・
商
の
時
は
春
祭
が
「
礿
」、
夏
祭
が

「
禘
」、
秋
祭
が
「
嘗
」、
冬
祭
が
「
蒸
」
で
あ
る
。
天
子
は
礿
で
は
〔
祖
廟

を
〕
個
別
に
祭
り
、
禘
で
は
合
祭
し
、
嘗
で
は
合
祭
し
、
烝
で
は
合
祭
す

る
。
諸
侯
は
、
礿
し
た
場
合
は
禘
は
お
こ
な
わ
ず
、
禘
し
た
場
合
は
嘗
は

お
こ
な
わ
ず
、
嘗
し
た
場
合
は
烝
は
お
こ
な
わ
ず
、
烝
し
た
場
合
は
礿
を

お
こ
な
わ
な
い4
。
周
の
世
で
は
、
春
は
祠
、
夏
は
禴
、
秋
は
嘗
、
冬
は
蒸

で
先
王
を
も
て
な
す5
。
周
の
「
雅
」
に
も
言
う
。「
禴
し
、
祠
し
、
烝
し
、

嘗
し
、
ゆ
き
て
先
王
に
つ
か
ふ6
」
と
。「
易
」
は
殷
の
末
世
、
周
の
盛
徳
の

こ
ろ
作
ら
れ
た
の
で7
祭
礼
に
関
し
て
は
「
禴
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
が

多
い
。
つ
ま
り
「
礿
」
と
「
禴
」
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
飲
酒
に
よ
っ
て

言
う
な
ら
「
礿
」
と
称
し
、奏
楽
に
よ
っ
て
言
う
な
ら
「
禴
」
と
称
す
る
。

つ
ま
り
飲
酒
に
必
ず
奏
楽
を
伴
う
の
が
先
王
の
儀
礼
で
あ
る
。「
郊
特
牲
」

に
言
う
。「
饗
と
禘
は
奏
楽
を
伴
い
、食
と
嘗
は
音
楽
を
用
い
な
い
。
飲
酒

は
陽
気
を
養
う
の
で
音
楽
が
あ
る
。
食
事
は
陰
気
を
養
う
の
で
音
楽
は
な

い8
」と
。
飲
酒
を
主
と
す
る
時
に
音
楽
を
用
い
る
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。

楽
は
「
中
声
」
を
根
本
と
し
、
三
孔
の
籥9
は
先
王
が
「
中
声
」
に
通
じ

る
た
め
の
楽
器
で
あ
る
。
楽
音
は
す
べ
て
「
陽
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
萃
」

「
升
」「
既
濟
」
の
三
卦
と
も
、
す
べ
て
二
爻
と
五
爻10
で
楽
音
に
言
及
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
萃
」
卦
の
陽
は
五
爻
に
あ
り
、「
升
」
卦
の
陽

は
二
爻
に
あ
る
。
ど
こ
に
い
て
も
能
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。「
萃
」の

〈
六
二
〉
は
陰
で
、〈
九
五
〉
の
陽
が
引
き
立
て
る
の
を
待
っ
て
か
ら
「
禴
」

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
升
」
卦
の
〈
九
二
〉
は
陽
で
、〈
六
五
〉

の
陰
が
引
き
立
て
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
こ
れ
を
用
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
升
」
卦
の
〈
九
二
〉
は
「
禴
」
を
用
い
る
こ
と
を
先
に
述
べ
、「
萃
」
の

〈
六
二
〉
が
「
引
吉
」
の
後
に
そ
れ
を
述
べ
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。「
既
濟
」
の
〈
九
五
〉
に
「
東
鄰
の
牛
を
殺
す
は
、西
鄰
の
禴
祭
に

し
か
ず
」
と
あ
る
の
で
、「
禴
」
の
祭
祀
は
〈
六
二
〉
を
重
ん
じ
て
い
る
の

で
あ
り
、「
萃
」
の
〈
六
二
〉
と
同
じ
主
旨
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
既

濟
」
の
禴
祭
は
倹
約
に
よ
っ
て
充
足
を
維
持
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ

「
大
を
有
し
て
能
く
謙
な
れ
ば
必
ず
豫11
」
で
あ
り
、楽
を
用
い
る
に
ふ
さ
わ

し
い
時
で
あ
る
。
成
王
が
「
鳬
鷖
」
の
詩
で
先
代
の
功
績
を
維
持
し
た
こ
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と
が
詠
わ
れ12
、「
仮
楽
」
の
詩
で
賞
賛
さ
れ
た
13
の
は
、
こ
う
い
う
わ
け
で

あ
る
。

［
注
］1

　『老
子
』（
四
十
二
章
）
の
句
。「
萬
物
負
陰
而
抱
陽
（
万
物
は
陰
を
負

ひ
陽
を
抱
く
）」
と
あ
る
。

2

　『禮
記
』（
中
庸
）
に
よ
る
。「〈
誠
〉
は
自
分
自
身
を
完
成
す
る
だ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
物
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
自

己
を
完
成
す
る
の
は
仁
の
徳
で
あ
り
、
物
を
完
成
す
る
の
は
知
の
徳
で

あ
る
。
つ
ま
り
本
性
の
徳
な
の
で
あ
る
（
誠
者
非
自
成
己
而
已
也
、
所

以
成
物
也
。
成
己
仁
也
、
成
物
知
也
、
性
之
徳
也
）」
と
あ
る
。

3

　『左
傳
』（
隱
公
三
年
）
に
よ
る
。
周
と
鄭
が
信
頼
の
あ
か
し
と
し
て

人
質
を
交
換
し
た
も
の
の
両
者
の
関
係
が
険
悪
と
な
っ
た
事
件
を
踏
ま

え
た
「
君
子
」
の
評
で
あ
る
。「
苟
有
明
信
、
澗
溪
沼
沚
之
毛
、
蘋
蘩
薀

藻
之
菜
、
筐
筥
錡
釜
之
器
、
潢
汙
行
潦
之
水
、
可
薦
於
鬼
神
、
可
羞
於

王
公
（
明
ら
か
な
誠
意
が
あ
る
な
ら
、
質
素
な
水
草
や
山
菜
、
籠
や
釜

な
ど
の
什
器
、
水
た
ま
り
や
溝
の
水
で
も
鬼
神
に
供
え
、
王
公
に
捧
げ

て
よ
い
）」
と
あ
る
。

4

　『禮
記
』（
王
制
）
に
よ
る
。「
春
曰
礿
、
夏
曰
禘
、
秋
曰
嘗
、
冬
曰
烝

（
春
祭
は
礿
、
夏
祭
は
禘
、
秋
祭
は
嘗
、
冬
祭
は
烝
）」「
天
子
犆
礿
、
祫

禘
、
祫
嘗
、
祫
烝
。
諸
侯
礿
則
不
禘
、
禘
則
不
嘗
、
嘗
則
不
烝
、
烝
則

不
礿
（
天
子
は
礿
祭
で
七
つ
の
祖
廟
を
個
別
に
祭
り
、禘
で
は
合
祭
し
、

禘
で
は
合
祭
し
、
嘗
で
は
合
祭
し
、
烝
で
は
合
祭
す
る
。
諸
侯
は
礿
祭

を
お
こ
な
っ
た
場
合
は
禘
祭
を
せ
ず
、
禘
祭
を
お
こ
な
っ
た
場
合
は
嘗

祭
を
せ
ず
、
嘗
祭
を
お
こ
な
っ
た
場
合
は
烝
祭
を
せ
ず
、
烝
祭
を
お
こ

な
っ
た
場
合
は
礿
祭
を
し
な
い
）」
と
あ
る
。

5

　『周
禮
』（
春
官
・
大
宗
伯
）
に
よ
る
。「
以
祠
春
享
先
王
、
以
禴
夏
享

先
王
、
以
嘗
秋
享
先
王
、
以
烝
冬
享
先
王
（
祠
祭
に
よ
っ
て
春
に
先
王

を
も
て
な
し
、
禴
祭
に
よ
っ
て
夏
に
先
王
を
も
て
な
し
、
嘗
祭
に
よ
っ

て
秋
に
先
王
を
も
て
な
し
、
烝
祭
に
よ
っ
て
冬
に
先
王
を
も
て
な
す
）」

と
あ
る
。

6

　『詩
』「
天
保
」（
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
）
の
句
。「
訓
義
」
の
引
用
は
現

行
『
毛
詩
』
に
同
じ
。

7

　『周
易
』（
繋
辞
下
傳
）
に
よ
る
。「
易
之
興
也
、其
當
殷
之
末
世
、周

之
盛
徳
邪
（
易
の
起
源
は
殷
の
末
、
周
の
徳
が
隆
盛
を
見
せ
た
こ
ろ
に

当
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
）」
と
あ
る
。

8

　『禮
記
』（
郊
特
牲
）
に
よ
る
。「
饗
禘
有
樂
而
食
嘗
無
樂
、陰
陽
之
義

也
。
凡
飲
養
陽
氣
也
、凡
食
養
陰
氣
也
。
故
春
禘
而
秋
嘗
。
春
饗
孤
子
、

秋
食
耆
老
、
其
義
一
也
。
而
食
嘗
無
樂
。
飲
養
陽
氣
也
、
故
有
樂
。
食

養
陰
氣
也
、
故
無
聲
。
凡
聲
陽
也
（
饗
と
禘
は
奏
楽
を
伴
い
、
食
と
嘗

に
音
楽
を
用
い
な
い
の
は
陰
陽
の
原
理
に
も
と
づ
く
。
飲
酒
は
陽
気
を

養
い
、
食
事
は
陰
気
を
養
う
。
そ
れ
ゆ
え
春
は
禘
祭
で
秋
は
嘗
祭
で
あ

る
。
春
に
孤
子
を
も
て
な
し
、
秋
に
老
人
を
も
て
な
す
の
も
同
じ
原
理

で
あ
る
。
し
か
し
食
と
嘗
に
は
音
楽
は
な
い
。
飲
酒
は
陽
気
を
養
う
の

で
音
楽
が
あ
る
。
食
事
は
陰
気
を
養
う
の
で
音
楽
は
な
い
。
楽
音
は
陽

で
あ
る
）」
と
あ
る
。

9

　「籥
」
は
竹
を
素
材
と
し
た
笛
。『
爾
雅
』（
釋
樂
）
に
「
大
籥
謂
之
産

（
大
籥
を
産
と
い
う
）」
と
あ
り
、
郭
璞
の
注
に
「
籥
如
笛
、
三
孔
而
短

小
（
籥
は
笛
に
似
て
い
る
が
三
つ
の
指
穴
で
小
型
）」
と
あ
る
。

10

　原
文
は
「
中
爻
」。『
易
』（
繋
辭
下
傳
）
の
「
非
其
中
爻
不
備
（
其
の

中
爻
に
あ
ら
ざ
れ
ば
備
は
ら
ず
）」
に
対
す
る
孔
穎
達
「
正
義
」
は
、「
中

爻
」
を
二
爻
と
五
爻
の
こ
と
と
し
、朱
熹
『
周
易
本
義
』（
巻
六
）
は
二

爻
か
ら
五
爻
ま
で
の
四
爻
と
す
る
。
こ
こ
「
訓
義
」
は
孔
穎
達
と
同
じ

く
、
二
爻
と
五
爻
、
す
な
わ
ち
内
卦
・
外
卦
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
の
爻
と
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し
て
い
る
。

11

　『易
』（
序
卦
傳
）
に
よ
る
。「
序
卦
傳
」
は
六
十
四
卦
の
配
列
の
順
序

を
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
は
「
大
有
」「
謙
」「
豫
」
の
順
序
を
説
い
た
部

分
で
あ
る
。「
有
大
者
不
可
以
盈
、
故
受
之
以
謙
、
有
大
而
能
謙
必
豫
、

故
受
之
以
豫
（
多
く
を
持
つ
も
の
は
驕
っ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て

「
謙
」卦
が
こ
れ
に
続
く
。
多
く
を
持
っ
て
い
な
が
ら
謙
虚
で
い
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
必
ず
喜
び
が
あ
る
。
よ
っ
て
「
豫
」
卦
が
こ
れ
に
続
く
）」

と
あ
る
。

12

　『詩
』「
鳬
鷖
」（
大
雅
・
生
民
之
什
）
に
よ
る
。「
序
」
に
「
鳬
鷖
、

守
成
也
。
大
平
之
君
子
能
持
盈
守
成
、
神
祇
祖
考
安
樂
之
也
（
鳬
鷖
は

功
績
を
維
持
す
る
こ
と
を
詠
う
。大
平
の
時
の
君
子
が
安
定
を
維
持
し
、

天
地
の
神
々
と
祖
霊
が
喜
び
楽
し
む
）」
と
あ
る
。
文
王
、武
王
の
建
国

の
偉
業
を
成
王
が
よ
く
保
っ
た
こ
と
を
鬼
神
が
喜
ん
だ
と
す
る
。

13

　『詩
』「
假
樂
」（
大
雅
・
生
民
之
什
）
に
よ
る
。「
序
」
に
「
假
樂
、

嘉
成
王
也
（
仮
楽
は
成
王
を
称
讃
す
る
詩
）」
と
あ
る
。
孔
穎
達
「
正

義
」
に
「
以
其
能
守
成
功
、
故
於
此
嘉
美
之
也
（
興
業
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
詩
で
成
王
を
ほ
め
讃
え
た
の
で
あ
る
）」
と
あ

る
。

繋
辭

天
尊
地
卑
、
乾
坤
定
矣
。
卑
高
以
陳
、
貴
賤
位
矣
。
動
靜
有
常
、
剛
柔
斷

矣
。
方
以
類
聚
、
物
以
羣
分
、
吉
凶
生
矣
。
在
天
成
象
、
在
地
成
形a
、
變
化

見
矣
。
是
故
剛
柔
相
摩
、
八
卦
相
盪
。
鼓
之
以
雷
霆
、
潤
之
以
風
雨
。
日
月

運
行
、
一
寒
一
暑
。
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
。

自
天
尊
地
卑
至
在
天
成
象
在
地
成
形
、
此
禮
者
天
地
之
別
也
。
自
剛
柔

相
摩
至
乾
道
成
男
坤
道
成
女
、
此
樂
者
天
地
之
和
也
。
樂
以
崇
徳
、
禮
以

廣
業
。
而
禮
樂
由
賢
者
出
、
故
以
賢
人
徳
業
終
焉
。

［
校
勘
］

a

　「成
形
」
以
下
巻
末
ま
で
、
方
濬
師
本
は
「
原
闕
」。

［
訳
］天

は
尊
く
地
は
卑
し
く
し
て
乾
坤
定
ま
る
。
卑
高
陳
な
り
て
、貴
賤
位
す
。

動
靜
常
あ
り
て
、
剛
柔
斷
ず
。
方
は
類
を
以
て
聚
ま
り
、
物
は
羣
を
以
て
分

れ
て
、
吉
凶
生
ず
。
天
に
在
り
て
は
象
を
成
し
、
地
に
在
り
て
は
形
を
成
し

て
、
變
化
見
は
る
。
是
の
故
に
剛
柔
相
ひ
摩
し
、
八
卦
相
ひ
盪
く
。
之
を
鼓

す
る
に
雷
霆
を
以
て
し
、
之
を
潤
す
に
風
雨
を
以
て
す
。
日
月
運
行
し
、
一

寒
一
暑
す
。
乾
道
は
男
を
成
し
、
坤
道
は
女
を
成
す
。

「
天
は
尊
く
地
は
卑
し
く
」
か
ら
「
天
に
在
り
て
は
象
を
成
し
、
地
に
在

り
て
は
形
を
成
し
て
」
ま
で
は
「
礼
は
天
地
の
別
」
を
い
う1
。「
剛
柔
相
ひ

摩
し
」
か
ら
「
乾
道
は
男
を
成
し
、
坤
道
は
女
を
成
す
」
ま
で
は
「
楽
は

天
地
の
和
」
を
い
う2
。
楽
に
よ
っ
て
徳
を
尊
重
し3
、
礼
に
よ
っ
て
事
業
を

拡
大
す
る
。
し
か
し
礼
と
楽
は
賢
者
よ
り
出
る
も
の
だ
か
ら
、
賢
人
の
徳

と
事
業
に
よ
っ
て
終
わ
る
。

［
注
］1

　『禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。「
天
尊
地
卑
、
君
臣
定
矣
。
卑
高
已
陳
、

貴
賤
位
矣
。
動
靜
有
常
、
小
大
殊
矣
。
方
以
類
聚
、
物
以
羣
分
、
則
性

命
不
同
矣
。
在
天
成
象
、
在
地
成
形
。
如
此
、
則
禮
者
天
地
之
別
也
」

と
あ
る
。
多
く
「
繋
辭
傳
」
に
一
致
す
る
。

2

　「地
氣
上
齊
、
天
氣
下
降
、
陰
陽
相
摩
、
天
地
相
蕩
。
鼓
之
以
雷
霆
、
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奮
之
以
風
雨
、
動
之
以
四
時
、
煖
之
以
日
月
、
而
百
化
興
焉
。
如
此
、

則
樂
者
天
地
之
和
也
」
と
あ
る
。
多
く
「
繋
辭
傳
」
に
一
致
す
る
。

3

　『易
』（
豫
）
の
「
象
傳
」
に
「
先
王
以
作
樂
崇
徳
、
殷
薦
之
上
帝
、

以
配
祖
考
」
と
あ
る
。
解
釈
は
「
訓
義
」
巻
第
八
十
二
「
豫
」
の
条
に

あ
る
。

變
而
通
之
、
以
盡
利
、
鼓
之
舞
之
、
以
盡
神
。

天
下
之
事
、
變
而
通
之
、
以
盡
利
者
、
禮
之
禮
也
。
天
下
之
物
、
鼓
之

舞
之
、
以
盡
神
者
、
樂
之
樂
也
。

樂
書
卷
第
八
十
三a

［
校
勘
］

a

　「樂
書
卷
第
八
十
三
」
　国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
樂
書
巻
第
八
十
三

終
」、
四
庫
全
書
本
「
樂
書
巻
八
十
三
」、
方
濬
師
本
「
樂
書
巻
八
十
三

終
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

［
訳
］変

じ
て
之
を
通
じ
、
以
て
利
を
尽
く
し
、
之
を
鼓
し
之
を
舞
し
、
以
て
神

を
尽
く
す
。

天
下
の
事
に
つ
い
て
、「
変
じ
て
之
を
通
じ
、
以
て
利
を
尽
」
く
す
の

は
、「
礼
の
礼
」
で
あ
る
。
天
下
の
物
に
つ
い
て
、「
之
を
鼓
し
之
を
舞
し
、

以
て
神
を
尽
」
く
す
の
は
、「
楽
の
楽
」
で
あ
る
。

（
樂
書
卷
第
八
十
三
）

（
二
〇
一
二
、
五
、
三
一
）




